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◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
事
業

　

２
月
１
日
時
点
で
の
接
種
状
況
は
、

初
回
接
種
２
回
目
で
９１
・
３８
％
、
追

加
接
種
３
回
目
８２
・
６４
％
、
４
回
目

６３
・
２６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
は
、
初
回
接
種
２
回
を
完
了

し
た
１２
歳
以
上
の
方
で
、
追
加
接
種

３
回
目
お
よ
び
４
回
目
の
接
種
か
ら

３
カ
月
以
上
経
過
し
た
全
て
の
市
民

を
対
象
に
、
１０
月
か
ら
集
団
接
種
お

よ
び
個
別
接
種
で
実
施
し
て
い
て
、

接
種
率
は
５８
・
６６
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

集
団
接
種
に
つ
い
て
は
２
月
１９
日

を
も
っ
て
実
施
を
終
了
し
、
そ
の
後

は
臨
時
の
接
種
期
間
で
あ
る
３
月
３１

日
ま
で
市
内
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
を
実
施
し
ま
し
た
。

◇
市
税
の
状
況

　

１
月
末
に
お
け
る
市
税
の
現
年
課

税
分
調
定
額
は
、
個
人
市
民
税
が
９

億
９
、
１
６
９
万
円
、
法
人
市
民
税

が
１
億
１
、
９
５
０
万
円
、
固
定
資

産
税
が
１４
億
６
、
７
７
６
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
市
税
の

現
年
課
税
分
予
算
に
つ
い
て
は
、
個

人
市
民
税
が
９
億
７
、
６
３
０
万
円
、

法
人
市
民
税
が
１
億
２
、
６
６
３
万

円
、
固
定
資
産
税
が
１３
億
９
、
３
９

８
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

個
人
市
民
税
は
い
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
が
あ
る
も
の
の
、
製
造
業
は

好
調
な
動
き
が
あ
り
給
与
所
得
が
増

加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
前
年
度
当
初

比
で
約
１
％
(
約
９
４
３
万
円
)
の

増
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
法
人
市
民

税
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
令
和
元
年
度
調

定
額
ま
で
回
復
の
傾
向
に
あ
り
、
前

年
度
当
初
比
で
約
３８
％
(
約
３
、
５

１
９
万
円
)
の
増
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。
固
定
資
産
税
は
土
地
の
評
価
額

は
依
然
と
し
て
下
落
傾
向
に
あ
り
、

家
屋
は
若
干
の
増
加
が
あ
る
も
の
の
、

償
却
資
産
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
新

た
な
設
備
投
資
を
見
込
め
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同

額
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

◇
ふ
る
さ
と
納
税
　

　

令
和
４
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

令
和
５
年
１
月
末
時
点
で
件
数
が
４

１
、
６
０
２
件
、
寄
付
額
は
前
年
度

比
４
％
増
の
９
億
４
７
１
万
１
、
２

８
５
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

ま
し
た
が
、
１２
月
に
入
り
多
く
の
寄

付
を
頂
い
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度

比
で
若
干
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

件
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
米
の

返
礼
品
が
好
調
な
こ
と
が
寄
付
金
の

増
額
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
、
引
き

続
き
米
の
定
期
便
な
ど
既
存
商
品
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
時
節
の
ニ
ー

ズ
を
捉
え
た
新
規
返
礼
品
の
開
発
に

取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
寄
付
の
増
加

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

　

進

　

令
和
５
年
１
月
末
時
点
に
お
け
る

本
市
の
申
請
率
は
６６
・
１７
％
、
交
付

率
は
５７
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
令
和
４
年
度
末
ま

で
に
ほ
ぼ
全
国
民
に
行
き
渡
る
こ
と

を
目
指
し
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付

与
や
マ
イ
ナ
保
険
証
の
導
入
な
ど
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て

も
、
庁
舎
や
商
業
施
設
な
ど
で
の
申

請
サ
ポ
ー
ト
業
務
や
休
日
と
平
日
夜

間
の
申
請
と
交
付
の
ほ
か
、
自
治
会

等
へ
の
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

す
る
な
ど
普
及
促
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
デ
ジ
タ

ル
社
会
に
必
須
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
交
付
率
向
上

の
取
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
小
砂
川
保
育
園
の
閉
園

　

社
会
福
祉
法
人
共
生
会
(
き
ょ
う

せ
い
か
い
)
が
経
営
す
る
小
砂
川
保

育
園
が
令
和
４
年
度
末
を
持
ち
、
開

設
か
ら
６６
年
、
季
節
保
育
所
と
し
て

開
設
し
た
昭
和
１６
年
か
ら
は
８２
年
の

歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
１
、
０
４
１
人
の
卒
園

児
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年

は
少
子
化
の
影
響
に
よ
り
在
園
児
が

定
員
に
満
た
な
い
状
況
が
続
い
て
い

て
、
令
和
４
年
度
は
在
園
児
１２
人
の

内
４
人
が
遊
佐
町
か
ら
の
広
域
入
所

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
長
い
間
保
育
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
た
ち
を
預
か
り
、
地
域

の
児
童
福
祉
の
拠
点
と
し
て
運
営
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
令
和
５
年
産
米
の
「
生
産
の
目
安
」

　

平
成
３０
年
度
よ
り
主
食
用
米
生
産

は
、
数
量
目
標
の
「
配
分
」
か
ら
「
目

安
」
へ
と
変
更
さ
れ
、
に
か
ほ
市
農

業
再
生
協
議
会
が
「
目
安
」
を
設
定

し
、
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
産
米
の
「
生

産
の
目
安
」
は
９
、
３
４
９
ト
ン
、

前
年
比
９１
ト
ン
の
増
、
面
積
換
算
で

は
１
、
６
６
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
前
年

比
１９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
増
と
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
米
価
維
持
の
た
め
関
係
機

関
や
団
体
と
連
携
し
、
過
剰
な
生
産

と
な
ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

◇
象
潟
前
川
地
区
景
観
保
全
型
ほ
場 

　

整
備
事
業

　

昨
年
１１
月
２５
日
、
県
は
こ
れ
ま
で

の
調
査
内
容
と
営
農
構
想
に
基
づ
い

て
計
画
し
た
事
業
採
択
申
請
書
を
国

へ
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
採
択
は
来
年
度
早
々
を
見
込

ん
で
い
て
、
県
営
事
業
と
し
て
実
施

設
計
を
行
い
、
令
和
６
年
度
か
ら
工

事
に
着
手
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◇
市
内
の
雇
用
状
況

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
荘
管
内
の
有
効

求
人
倍
率
は
、
１１
月
末
現
在
で
１
・

４９
倍
と
な
り
、
１９
カ
月
連
続
で
前
年

同
月
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

有
効
求
職
者
数
に
つ
い
て
は
、
１１
月

末
現
在
で
前
年
比
３
・
５
％
、
４８
人

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
１
月
か

ら
１１
月
ま
で
の
ほ
と
ん
ど
の
月
で
一

昨
年
よ
り
も
低
い
水
準
と
な
っ
て
い

て
、
有
効
求
人
数
が
有
効
求
職
者
数

を
上
回
る
月
が
続
き
全
体
と
し
て
は

売
手
市
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
企
業
側
の
有
効
求
人
数
は
、

前
年
同
月
比
で
２４
・
６
％
、
１
５
０ 

人
の
増
と
な
っ
て
い
て
、
特
に
建
設

関
係
技
術
者
や
保
安
・
警
備
員
、
電

気
工
事
者
と
い
っ
た
職
種
で
は
人
材

不
足
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

特
定
の
業
種
や
企
業
に
求
職
者
が

偏
る
な
ど
、
多
く
の
事
業
者
に
と
っ

て
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
て
、

引
き
続
き
動
向
を
注
視
し
て
い
き
ま

す
。

　

◇
移
住
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
に
向
け

　

た
取
組
み

　

令
和
４
年
度
、
首
都
圏
で
開
催
さ

れ
た
各
種
の
移
住
定
住
イ
ベ
ン
ト
に

出
展
し
、
移
住
関
心
層
へ
本
市
の
魅

力
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国

規
模
の
移
住
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
展
し
、

移
住
リ
エ
ゾ
ン
と
と
も
に
に
か
ほ
の

魅
力
を
伝
え
た
ほ
か
、
移
住
相
談
に

乗
る
な
ど
本
市
へ
の
移
住
希
望
者
を

増
や
す
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型

の
移
住
体
験
が
で
き
る
「
お
試
し
移

住
体
験
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
、
賃
貸

物
件
の
内
見
や
地
元
ス
ー
パ
ー
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
見
学
な
ど
、

市
の
雰
囲
気
や
日
常
生
活
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
だ
き
一
人
で
も
多
く
の

方
が
安
心
し
て
本
市
に
移
住
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
後
も
移
住
希
望
者
支
援
サ
イ
ト

「
に
か
ほ
ー
む
」
に
よ
る
情
報
発
信
や

移
住
セ
ミ
ナ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

地
方
移
住
へ
の
不
安
の
相
談
な
ど
、

き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
を
し
移
住
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
施
設
の
整
備

　

竹
嶋
潟
エ
リ
ア
で
整
備
を
進
め
て

い
る
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
施
設
(
ス
ケ

ー
ト
パ
ー
ク
)
は
、
４
月
８
日
の
オ

ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お

こ
の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
は
、
Ａ
Ｏ
Ｓ

㈱
に
か
ほ
工
場
の
隣
接
場
所
に
整
備

し
て
い
て
、
昨
年
２
月
に
同
社
か
ら

い
た
だ
い
た
一
般
寄
付
金
１
、
５
０

０
万
円
を
施
設
の
整
備
財
源
と
し
て

活
用
し
て
い
ま
す
。

◇
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
健
幸
プ
ロ

　

ジ
ェ
ク
ト
事
業

　

１
月
２１
日
と
２
月
４
日
、
エ
ス
パ

ー
ク
★
に
か
ほ
を
会
場
に
健
幸
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
実
施
し
、
２
日
間

で
約
２
０
０
人
の
方
々
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
と

超
神
ネ
イ
ガ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
事
業
に

よ
り
、
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ブ
ラ
ウ
ゴ

ン
」
も
参
加
し
、
ネ
イ
ガ
ー
、
ブ
ラ

ウ
ゴ
ン
、
に
か
ほ
っ
ぺ
ん
が
勢
揃
い

し
て
会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。「
子
ど
も
と
楽
し
く
参
加
で
き
た
」

「
運
動
と
食
育
の
両
方
を
学
べ
て
と
て

も
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、

自
ら
の
健
康
意
識
だ
け
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
食
育
の
向
上
に
も
繋

が
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇
羽
後
交
通
小
砂
川
線
の
廃
止

　

羽
後
交
通
㈱
か
ら
９
月
末
で
路
線

バ
ス
小
砂
川
線
を
廃
止
し
た
い
旨
の

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
市
政
報
告

　

地
域
住
民
に
と
っ
て
通
勤
や
通
学

の
手
段
に
も
な
っ
て
い
る
必
要
不
可

欠
な
路
線
で
あ
り
、
廃
止
時
期
の
延

期
に
つ
い
て
お
願
い
し
た
結
果
、
１１

月
末
ま
で
延
期
し
た
い
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
に
か
ほ
市
地
域
公
共
交

通
計
画
に
基
づ
き
、
関
係
団
体
と
協

議
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
代
替
手
段

の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
住

民
へ
説
明
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

◇
に
か
ほ
市
二
十
歳
を
祝
う
会

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
１
年
延
期
と
な
っ

て
い
た
「
令
和
３
年
度
に
か
ほ
市
成

人
式
」
を
「
令
和
４
年
度
に
か
ほ
市

二
十
歳
(
は
た
ち
)
を
祝
う
会
」
と

名
称
を
変
え
開
催
し
ま
し
た
。

　

対
象
者
２
７
９
人
の
う
ち
１
７
３

人
が
参
加
し
、
友
人
や
恩
師
と
の
再

会
を
喜
び
あ
う
姿
が
非
常
に
印
象
的

で
し
た
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
は
、
対
象
年
齢

を
２０
歳
を
迎
え
る
年
度
か
ら
２１
歳
を

迎
え
る
年
度
に
変
更
し
て
開
催
し
て 

い
き
ま
す
。

主
な
教
育
行
政
報
告


